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モノにカネをつぎ込まないミニマリストが増えている 重要なのはコト？ 
 
⽣活に本当に必要なモノはどれだけあるだろう。⾝の回りにあるモノを眺めてみると、「要
る」「要らない」「たまには必要」が⾒えてくる。要るモノは頻度⾼く使⽤するモノであり、
⾝の回りに置いておくことが多い。いらないモノはその逆であり、どこか⽬が付かないとこ
ろにしまい込まれている。その結果、あることすら認識ができないことになり、結果的には
忘れ去られる運命にある。 
 
よく使⽤するモノは、価格の安いモノから⾼いモノまでさまざまである。安いからといって
も⾮常に重宝するモノも多い。逆に⾼価ではあるが、その使⽤頻度が極端に少なく、結果的
にその存在が忘れ去られるモノもある。最近とみに⾒なくなった晴れ着もこの類に⼊る。 
 
新聞記事に⾔うミニマリストとは、このあたりの事情を合理的に解釈し具体的に実⾏でき
る⼈だろう。⾃分にとって何が重要かをわきまえている。そして、必要なモノだけを⾝近に
おくことになるが、極限まで⾏くと記事にあるような形になる。 

 
モノがない時代は、モノを所有していることがステータスであった。⼈が持っていないモノ
を私が持っていることがステータスであった。しかし今のようにモノがあふれる時代にお
いては、その気になれば誰でもある程度のモノならば⼿に⼊れることができるようになっ



た。また、⼤概のモノであればリースなりシェアリングでその利便性を利⽤できるようにな
った。世の中に借りられないモノはあるだろうか。シェアリングできないモノはあるだろう
か。⼼の中ではついつい何がシェアリングできるかを極限まで考えてしまう。 
 
⾃分の描いた⼈⽣を⽣きるために何が必要か。⼿許に必要なモノは何で、シェアリングでき
るモノは何か。そして以前は⼿元に必要であったがその役割を終えたモノは何か。モノと⽐
べられるのがコトである。コトについては、計画的にいつ、どのように資⾦を投⼊するか。
⾃分⾃⾝のマネジメントが問われる世の中となった。すべてが⾃⼰責任である。 
 
 
ミニマリスト（Wikipedia） 

最低限度の物だけを持って⽣活するライフスタイル 
「断捨離」を参照 
 
断捨離は、「もったいない」という固定観念に凝り固まってしまった⼼を、ヨーガの⾏法で
ある断⾏（だんぎょう）・捨⾏（しゃぎょう）・離⾏（りぎょう）を応⽤し、 
 
断：⼊ってくるいらない物を断つ。 
捨：家にずっとあるいらない物を捨てる。 
離：物への執着から離れる。 
として不要な物を断ち、捨てることで、物への執着から離れ、⾃⾝で作り出している重荷か
らの解放を図り、⾝軽で快適な⽣活と⼈⽣を⼿に⼊れることが⽬的である。ヨーガの⾏法が
元になっている為、単なる⽚付けとは異なるものとされている。 
 
ヨーガ（梵: योग (Yoga_pronunciation.ogg 聞く), yoga）は、古代インド発祥の伝統的な宗教
的⾏法で、⼼⾝を鍛錬によって制御し、精神を統⼀して古代インドの⼈⽣究極の⽬標である
輪廻からの「解脱（モークシャ）」に⾄ろうとするものである。 
 
 
他にこのようなミニマリストもある・ 
 
ミニマリスト（英語表記）minimalist （コトバンク） 

ブリタニカ国際⼤百科事典 ⼩項⽬事典の解説 
最⼩限綱領派と訳す。最⼩限度の要求を掲げる社会主義者の⼀派をいう。かつてロシア社

会⾰命党内の妥協的な穏健分⼦がこう呼ばれた。またこの反対にすべてを要求し，決して妥
協しようとしない⼀派がマキシマリスト maximalist (最⼤限綱領派) と呼ばれた。 


